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１．学校施設にかかわる３つの政策展開

令和２年度より新しい学習指導要領の段階的実施

•「主体的・対話的で深い学び」と「社会に開かれた教育課程」という、こ

れからの時代の学校教育のコンセプトの提起

新型コロナウイルス感染症の流行を背景に１人１台端末が普及

「令和の日本型学校教育」の提起

•１人１台端末を前提とした「個別最適な学び」と「協働的な学び」の展開

■学校教育に関する政策展開

５つの姿の方向性
（出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」）

高度な学びを誘発する創造的な教室
（出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」）3

学習指導要領改訂以降、学校教育のあり方が大きく変化している。

令和３年、学級編成に関する法律の一部改正

•小学校の学級編成の標準が40人から35人に引き下げ（中学校の学級編成の

標準の引き下げも視野に）

•ただし、学級数の標準は小・中学校ともに８学級以上12学級以下（地域の

実情にあわせて調整可能）

■学校規模に関する政策展開

学級数を維持しながら、少人数学級への移行が進もうとしている。

令和３年、学校施設のあり方に対する提言

•「学び」「生活」「共創」「安全」「環境」という５つの観点から空間的

なイメージが提示

•特別支援教育においてはインクルーシブ教育の場の必要性を指摘

令和２年、学校が建築物バリアフリー基準の適合義務対象化

■学校施設に関する政策展開

これから時代に適した学校施設が空間的に提案されている。



２．学校教育に関する政策展開

●新しい学習指導要領では、子どもたちが「よりよい社会と幸福な人生の創り手」への育つことを目指し、そのための

学習のあり方を「主体的・対話的で深い学び」と定義した。

●同時に、社会と接点を持ち、多様な人々とのつながりを保ちながら学ぶことができるよう、学校と社会が連携し、社

会の変化を受け止めていく「社会に開かれた教育課程」を求めている。

●新型コロナウイルス感染症対策として情報端末が配布された結果、１人１台端末が実現した。

●子どもたちが手にしたICT端末を活用し、子どもが自分の特性を可能性として意識できるようになるととも

に、多様な人たちと協働できるようになるよう、個に応じた指導「個別最適な学び」と他者とともに学ぶ

「協働的な学び」の重要性が提起されている。

学習指導要領改訂の考え方（出典：中央教育審議会（平成28年８月25日開催）資料） 個別最適な学びと協働的な学び（出典：中央教育審議会答申概要（令和3年））

4



３．学校規模に関する政策動向

●新型コロナウイルス感染症対策による３密の回避にくわえ、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細やかな指導を

可能とする指導体制を確立し、個別最適な学びと協働的な学びを実現するため、小学校の学級定員が40人から35人

に引き下げられた。（中学校の学級定員引き下げは行われなかった。）

●ただし、既存の教室数に限りがあることや教職員の確保などが35人学級の実現に向けた課題と指摘されている。

●学級編成は少人数化しているものの、学校全体の児童・生徒数の小規模化については慎重であり、小学校・中学校と

もに標準的な学級数は12学級以上18学級以下とされている。（地域の実情に合わせてよいとは言われている。）

少人数学級による効果等について（出典：文部科学省 今後の教職員定数の在り方等に関する国と地方の協議の場（第１回）配付資料）

少人数学級による効果等について PDF→
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４．学校施設に関する政策動向
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●教育や建築の研究者・実践家等が検討委員となり「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」がまと

められ、個別最適な学びと協働的な学び、社会に開かれた教育課程、そのほか防災や環境性能などの今日的な課題に

対応し、「学び」「生活」「共創」「安全」「環境」の５つの領域で空間イメージが提示された。

●特別支援教育のための学校のあり方については、障害の有無にかかかわらず可能なかぎり一緒に教育を受けら

れる場の整備を提起しながらも、同時に子どもの特性に応じて通常学級から特別支援学校まで連続性のある学

びの場を確保することの重要性も指摘されている。

●バリアフリーの観点では、学校が建築物バリアフリー基準の適合義務対象となり、ユニバーサルアクセスが求められ

るようになったことから、エレベーターの設置や段差の解消が取り組まれるようになっている。

５つの姿の方向性
（出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」）

高度な学びを誘発する創造的な教室
（出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」）



４．学校施設に関する政策動向

■すべての子どもの可能性を引き出す学び舎としての学校
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「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」PDF→


